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摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

Ⅰ 機器単体費 式 1 1号内訳書

Ⅱ 直接工事費 式 1 2号内訳書

Ⅲ 共通仮設費 式 1

Ⅳ 現場管理費 式 1

うち法定福利費

Ⅴ 一般管理費 式 1

うち法定福利費

総合計

消費税相当額 式 1 10%

設計金額

名                称

大型映像表示装置更新工事



１号内訳書

単 位 数    量 単    価 金    額

1．大型映像表示部 式 1     

２．テレビ室 式 1     

計

明細書２号

明細第１号

機 器 単 体 費 内 訳 書

名        称 規        格 備        考



1．大型映像表示部

単 位 数    量 単    価 金    額

式 1     

台 2     

式 1     

台 1     

本 350     

式 1     

LEDビジョン SMD,16mmピッチ

明　　細　　書

名        称 規        格 備        考

明細第１号

映像信号用光ケーブル変換器

異常自己監視機能

電源制御盤

自動輝度調整センサー

ユニット間配線ケーブル

小計



２．テレビ室

単 位 数    量 単    価 金    額

台 2     

台 2     

台 1     

式 1     

式 1     

式 1     

台 2     

台 2     

台 1     

台 2     

台 6     

台 2     

台 2     

台 6     

台 4     

台 2     

本 4     

台 4     

台 1     

明細第２号

名        称 規        格 備        考

チェンジオーバーユニット

自動輝度調整用光変換器

スクリーンコントローラー

監視コントローラー

明　　細　　書

マルチメディアスキャンコンバータ

3G/HD/SD-SDI入力ボード

電源ユニット

24V電源ユニット

リダンダント電源モジュール

DVI出力ボード

RS-２３２C/４２２/４８５シリアルデバイスサーバ

3G対応フレームシンクロナイザー

9型液晶モニター

２連ラックマウントアダプター

DVI-HDMI変換ケーブル

監視用光変換器

電源制御用光変換器

小計

HDMI分配器

ラックマウント金具



２号内訳書

単 位 数    量 単    価 金    額

１．直接工事費 式 1     

計

直 接 工 事 費 内 訳 書

名        称 規        格 備        考



１．直接工事費

単 位 数    量 単    価 金    額

式 1     

式 1     

式 1     

式 1     

式 1     

式 1     

式 1     

式 1     

式 1     

式 1     

明　　細　　書
明細第３号

名        称 規        格 備        考

既設撤去工事費

LEDユニット取付工事費

LEDユニット配線工事費

光ケーブル等配線工事費 SM24芯

テレビ室機器設置工事費

システム設計費

システム調整費

足場関係工事費

重機使用費

産廃費

小計



特 記 仕 様 書 
 

１．工事名 大型映像表示装置更新工事 
 

２．目的 
ボートレースとこなめの競走水面の対岸に設置されている大型映像装置を更新し、高

精度な映像によるサービスを提供することを目的とする。 
本工事の施工にあたっては、本仕様書によるほか、国土交通省大臣官房官庁営繕部監

修「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）※」「公共建築工事標準仕様書（電

気設備工事編）※」に基づいて施工するものとする。 
※監督員が指示する場合を除き、最新版を適用する。 

 

３．対象施設等 
（１）対象施設 
 ボートレースとこなめ 大型映像装置 

 
（２）施設仕様 

 ア 発光方式：LED SMD 3in1 方式 
 イ 画面寸法：W44,160mm×H9,600mm 以上  

  ウ 絵素ピッチ ：16.0mm 以下 
  エ 解像度：W2,760 ドット以上×H600 ドット以上 
  オ 表示面最高輝度：5,000cd/㎡以上 
  カ 輝度調整：100 段階（自動輝度調整センサー有）以上 
  キ 視認角度：垂直+40°,-60°,水平±70°以上 

ク 最大消費電力：255kw 以下（表示部のみ） 
 ケ 平均消費電力：85kW 以下（表示部のみ） 

  コ その他 ：異常自己監視機能 
 

４．工事場所 常滑市新開町４丁目 111 番地 
 

５．工事期間 契約締結日 ～ 令和９年６月 11 日 
  令和９年２月～５月の休場期間を設けるため、その間に動作確認を含め工事を完了さ

せること。 
 

６． 工事内容 
（１）一般事項 
  受託者は、次の事項を遵守すること。 
  ・監督員と十分に連絡を取りながら業務を進める。 



  ・各種関係法令及び基準等を遵守する。 
  ・本工事で知り得た情報や資料を業務に関わる者以外に提供しない。 

 ・本工事は公契約条例の適用を受ける特定公契約である。 
  受注者は、契約締結後、速やかに労働条件報告書を提出すること。 

※詳細については常滑市ホームページの常滑市公契約条例を参照。 
  ・本工事は複数年にわたる事業（継続費）であるため、各会計年度における請負代金

の支払いについては、別紙「継続費に係る契約の特則」によるものとする。 
 

（２）その他工事に関する仕様 
  ・既設筐体及び表示ユニット取付フレームを流用し、既設表示ユニット※1 を撤去し、

新しい表示ユニットへの更新を行うこと。ただし、流用できない場合は受注者の負

担において取付フレームを更新することができる。この場合、既設筐体の構造計算

を行い支障がない旨を証明し監督員による承諾を受けること。 
表示ユニット間の止水を行い、表示部前面は IP65 とする。 
表示ユニット質量※2が既設より増える場合は、表示ユニットの強度計算を行い支

障がないことを確認のうえ更新するものとする。 
※1: 表示ユニット：表示部の交換できる対象単位 
※2: 既設は 1ユニットで約 90kg と 45kg（電源、ファン等含む） 

  ・表示ユニットは全て国内メーカーの品質管理のもと出荷された製品とすること。事

前に証明書を提出すること。 
  ・外光により輝度の自動補正を行う外光補正機能を有すること。この機能の ON/OFF

を可能とし、必要に応じて設定変更ができるようにする。   
・保守対応や部品供給に関して、長期運用における品質維持機能を可能とするため、

自社で品質管理を実施していること。 
・LED 素子の輝度ばらつきによる色むらやざらつきが発生しないよう、赤・緑・青

個々の LED 素子の輝度と色温度のばらつきを平均±2.5%以内に補正すること。品質

を証明するための報告書や証明書を提出し、監督員の承認を得ること。 
・表示する画質の品質に考慮し、表示ユニットの取付け精度はピッチの上下左右に対

し±10％以内に調整すること。 
・長期運用における耐久性を考慮し、ボンディングワイヤーに金を使用した表示ユ

ニットを使用すること。事前に証明書を提出すること。 
  ・表示装置内の信号ラインは冗長構成とし、自動で切り替え可能とすること。 
  ・表示ユニット毎に温度、スイッチング電源、排熱ファン、信号伝送についての異常

検知機能を有すること。また、その異常検知内容の確認は、汎用ＰＣを介さず、専

用コントローラーで確認ができること。 
  ・表示ユニットの製造バラツキや信頼性確保のため、現地搬入前半年以内に製造され

たものであること。また納入時に上記が証明可能な証明書を提出すること。 
  ・納入後 10 年程度は代替部品の供給または修理対応が可能であること。不具合が発



生した際は速やかに修理を行うため、交換部品を国内工場にてストックすること。 
・画面合成器については拡張性を考慮し以下仕様を満たす機種への更新を行うこと。 
ア 3G/HD/SD-SDI 入力が 6系統以上あること 
イ DVI Single Link 出力が 2系統以上あること 
ウ 出力映像に入力映像を自由にドット単位で配置でき、プリセットとして  100 個

以上の登録と呼び出しができること。また通信/制御端子として D-Sub9（RS-232

準拠）と RJ-45（10/100BASE-TX 準拠）を有し、外部制御にてプリセットの呼び

出しができること。 

・大型映像装置への表示画面については現状を維持し、競技進行に合わせて画面の自

動切替をさせること。もしくは新たに上位システムと接続することで現状と同等の

表示及び番組内容の表示をさせること。 

・テレビ室から大型映像装置への光ケーブルについては新たに敷設すること。（24 芯

以上・テープ芯線） 
  ・本工事完了後から１年間は、本装置一式の契約不適合責任を負うものとする。この

期間内は祝・休日問わず対応可能な体制と不具合発生時には現地に 1時間以内に駆

け付けられる拠点を構築すること。令和 10 年度以降の施設の保守・点検業務につ

いては年間契約とし、本工事の受注者は継続的な保守・点検業務を締結する義務を

負うものとする。 
 

（３）仮設計画の検討 
  後述する関連工事が混在する現場において、確実性・費用対効果を最大化するため、

資材の搬入経路、重機の配置や資材置き場を総合的に判断し仮設計画を策定すること。 

 

（４）他業種との調整・協議 
本工事のほかに、令和９年２月から令和９年５月までの休場を設けて施工する工事を 

計画しているため、監督員や関係業者と調整・協議すること。 
ア 常滑市ボートレース事業局発注の工事 

関連する主な水上施設の工事については以下のとおり。（別紙位置図も参照） 
①護岸嵩上げ工事に伴う配管及び配線移設工事 
  競走水面南側にある護岸を嵩上げすることに伴い支障となる配線を移設するもの。 
②光ケーブル更新工事 
  同上。※本工事に付帯する工事であり、本契約内に含まれるもの。 
③防風施設増設事業（工事） 
  競走水面西側にある既設の防風ネットと水面の間に防風ネットを増設するもの。 
④競走水面標識ポール更新工事 
  競走水面中央にある標識ポール５本を打ち替えるもの。 
⑤大時計昇降装置更新工事 
  大時計を昇降するための設備（架台やチェーン等）を更新するもの。 



⑥大時計昇降装置基礎部補強工事 
  昇降装置を支える柱や水中の基礎を補強するもの。 
⑦大型映像設備更新工事 ※本仕様書に記載した工事 
  LED パネルや電源ユニットを更新するもの。 ※建物は流用。 
⑧整備棟護岸改良工事 
  基礎部の空洞化による傾き及びクラックが発生しているため改良するもの。 
⑨FL 型発着ピット入替工事 
  レース直前にボートが待機するための本番ピットを更新するもの。 
⑩消波装置組立設置工事 
  艇走による波の低減等を目的に競走水面南側に消波装置を設置するもの。 

イ その他工事 

① 常滑港護岸嵩上工事（仮）※愛知県衣浦港務所が事業主体。 
常滑港の護岸について、防災対策のため嵩上げ工事を実施するもの。 

※光ケーブルの敷設に関しては施工時期、設置位置について衣浦公務所と協議する

必要がある。 
 

（５）工事関係書類 
 ・書類を提出する場合の様式については、原則常滑市指定のものとする。 
 ・請負者は契約締結後、実施工程表及び工事実施計画書、工事要領書を作成し監督員の

承認を得ること。 
 ・自社以外の者を管理体制に含める場合は必要事項を記入した施工体制台帳を作成し、

監督員の承認を得ること。 
 ・工事によって発生する再生資源および建設廃棄物については再生資源利用計画書・実

施書及び建設廃棄物処理実績書を提出し、適切に処分すること。 
 ・完了書類については監督員と協議の上、必要書類を提出すること。 

以下に一例を示す。 

  出荷証明書 
  各種試験成績結果（各機器の品質を証明する書類） 
  各種保証書、取扱説明書、保守要領 
  納品機器一覧 
  工事写真帳 
  再生資源利用計画書・実施書、建設廃棄物処理実績書 
  完成図、竣工図 
  CAD データ（JWW 形式もしくは DXF 形式） 
 ・電子納品について、対象となる成果品の作成については「愛知県電子納品運用ガイド

ライン」に基づき作成すること。 
   

 



７． 打合せ協議 
工事の施工にあたって、受注者は監督員と密接な連絡を取ること。 

 

８．その他 
本特記仕様書に定めのない事項について疑義が生じた場合は、速やかに監督員と協議

して定めるものとする。 



継続費に係る契約の特則 

 

第１条 継続費に係る契約において、各会計年度における請負代金の支払いの限度

額（以下「支払限度額」という。）は、次のとおりとする。 

令和８年度：請負代金の40％ ※10万円未満の端数は切り捨てるものとする。 

令和９年度：請負代金－令和８年度支払限度額 

２ 支払限度額に対応する各会計年度の出来高予定額は、次のとおりである。 

  令和８年度：請負代金の40％ ※10万円未満の端数は切り捨てるものとする。 

  令和９年度：請負代金－令和８年度支払限度額 

３ 発注者は、予算上の都合その他の必要があるときは、第1項の支払限度額及び前

項の出来高予定額を変更することができる。 

 

第２条 継続費に係る契約の前金払及び中間前金払については、常滑市建設工事請

負契約約款（以下「約款」という。）第36条中「契約書記載の工事完成の時期」と

あるのは「契約書記載の工事完成の期間（最終の会計年度以外の会計年度にあって

は、各会計年度末）」と、約款第36条及び第38条中「請負代金額」とあるのは「当

該会計年度の出来高予定額（前会計年度末における第38条第1項の請負代金相当額

（以下本条及び次条において「請負代金相当額」という。）が前会計年度までの出

来高予定額を超えた場合において、当該会計年度の当初に部分払をしたときは、当

該超過額を控除した額）」と読み替えて、これらの規定を準用する。ただし、この

契約を締結した会計年度（以下「契約会計年度」という。）以外の会計年度におい

ては、受注者は、予算の執行が可能となる時期以前に前払金及び中間前払金の支払

いを請求することはできない。 

２ 前項の場合において、契約会計年度について前払金及び中間前払金を支払わな

い旨が設計図書に定められているときには、前項の規定による読み替え後の第36条

第1項の規定にかかわらず、受注者は、契約会計年度について前払金の支払いを請

求することが出来ない。 

 

 

 



３ 第1項の場合において、契約会計年度に翌会計年度分の前払金を含めて支払う旨

が設計図書に定められているときには、第1項の規定による読み替え後の第36条第1

項の規定にかかわらず、受注者は、契約会計年度に翌会計年度に支払うべき前払金

相当分を含めて前払金の支払いを請求することができる。 

 

第３条 継続費に係る契約の部分払については、前会計年度末における請負代金相

当額が前会計年度までの出来高予定額を超えた場合においては、受注者は、当該会

計年度の当初に当該超過額（以下「出来高超過額」という。）について部分払を請

求することができる。ただし、契約会計年度以外の会計年度においては、受注者

は、予算の執行が可能となる時期以前に部分払の支払いを請求することはできな

い。 

２ この契約において前払金の支払いを受けている場合の部分払の額については、

第38条第6項及び第7項の規定にかかわらず、次の式により算定する。 

部分払金の額≦請負代金相当額×9／10 

－（前会計年度までの支払金額＋当該会計年度の部分払金額） 

－｛請負代金相当額－（前年度までの出来高予定額＋出来高超過額）｝ 

×当該会計年度前払金額／当該会計年度の出来高予定額 

３ 受注者は、前項の規定にかかわらず、当該年度の出来高部分に対する請負代金

相当額の部分払を請求することができる。ただし、この場合の部分払の請求は、約

款第38条第7項の回数に含まないものとする。 



別記様式（第５条関係）

適正な労働条件の確保についての報告に関する特約条項

（総則）

第１条 この特約条項は、常滑市公契約条例（令和５年常滑市条例第１号）第

８条第２項による適正な労働条件の確保についての報告に関し、必要な事項

を定めるものとする。

２ この特約条項は、これが添付される契約又は協定（以下「本契約」という。）

と一体を成す。

（労働条件報告書の提出）

第２条 受注者（指定管理者を含む。以下同じ。）は、本契約の履行において

自ら使用する労働者に係る労働条件報告書を作成し、本契約締結後、速やか

に市長等に提出しなければならない。

２ 受注者は、本契約に係る業務（指定管理者にあっては、本契約に係る業務

のうち、清掃業務、受付案内業務、電話交換業務又は警備業務（警備業法第

２条第５項に規定する機械警備業務を除く。）。次項において同じ。）の一部

を第三者に請け負わせ、又は再委託するときは、当該第三者に対し、労働条

件報告書を作成させ、請負又は再委託に係る契約締結後、速やかに受注者に

提出させ、それらを取りまとめて、市長等に提出しなければならない。

３ 受注者は、受注者から業務を請け負い、又は再委託された者（以下「下請

負者」という。）が本契約に係る業務の一部を他の第三者に請け負わせ、又

は再委託するときは、当該第三者に対し、労働条件報告書を当該第三者に作

成させ、請負又は再委託に係る契約締結後、速やかに当該第三者から当該下

請負者を通じて受注者に提出させ、それらを取りまとめて、市長等に提出し

なければならない。

なお、数次にわたり請負又は再委託に係る契約が締結されるときも同様に

取り扱うものとし、受注者は、本契約に係る業務の一部を請け負い、又は再

委託された全ての者から労働条件報告書を受注者に提出させるものとする。



 

競走水面 

新スタンド 東スタンド 
管理棟・整備棟 

位置図（各水上施設の工事） 

Mooovi 
Gruun 

④競走水面標識ポール更新工事 

⑤大時計昇降装置更新工事 

⑦大型映像設備更新工事 

③防風施設増設事業（工事） 

⑥大時計昇降装置基礎部補強工事 

⑧整備棟護岸改良工事 

①護岸嵩上げ工事に伴う配管及び配線移設工事 
②光ケーブル更新工事 

⑨FL 型発着ピット入替工事 

⑩消波装置組立設置工事 

【その他の工事】 

・主審棟進行操作卓等更新工事 

・競技本部操作卓更新工事 

・対岸レース用カメラ設備更新工事 

・主審棟審判操作卓及び関連機器更新工事 

・競技本部操作卓周辺機器配線更新工事 


